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他にも各種対応出来ます。お気軽にお問合せください。
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団結力・絆が深まります！！
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移動着などに大活躍
Tシャツ以外のウェアー、
パンツにもご希望に応じて
プリント出来ます。

持っているだけで
インパクト大
持ち運びもカンタンで、応援の時な
どに持っていれば他を圧倒すること
間違いなし !

屋外での活動や
応援に最適 !
オリジナルＴシャツと
合わせて着用すればより
効果的にご利用出来ます。

全員の思いを形に
1つあるだけでモチベー
ションもグンとUP⇧
1色からフルカラーまで
対応します。

お店の注目度がぐっと上がります!さらにDMやチラシで
制作したデザインをのぼりやタペストリーにすれば、
お得な宣伝セットに!
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横断幕

キャップ

イベントやお祭りに大活躍!!
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タオル
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キャップ

オリジナル
デザインプリント
オリジナル
デザインプリント承ります

認証NO  DAS 53739204/21/l
ISO27001認証取得

鹿児島県鹿屋市札元 1-22-34
TEL 0994-43-2238  FAX 0994-43-7541
URL http://www.shinsei-p.co.jp

ヒューマン印刷に徹する

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）

を共済制度／福祉制度でサポートしています。

アクサ生命保険株式会社
鹿児島支社　鹿屋営業所
〒893-0015　鹿児島県鹿屋市新川町60 0 鹿屋商工会議所ビル4F
TEL 0994-44-5870
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　５月 28 日（月）当所において、「第 118 回通常
議員総会」が開催されました。
　坪水会頭が「まずは当所議員である秋元耕一郎氏
が全国 LP ガス協会会長、また、かのや市商工会会
長の森義久氏が全国商工会連合会会長に就任される
とのことで、この場をかりてご報告させていただき
お慶び申し上げます。さて、政府の月例報告による
と、景気は緩やかに回復しているとの表現が数ヶ月
にわたり続いておりますが、先般、大手企業との立
地協定を締結した地域の方と話す機会があり、投資
2000 億円、雇用 1800 人を試算しているとのこと
でございました。この地域においては、景気という
面では好影響を与えると思われますが、一方ではそ
の地域の人件費の上昇に繋がるなどの懸念もあり、
様々な角度から熟慮しなければならないと考えさせ
られました」とあいさつ。
　総会では、平成 29年度事業報告・収支決算を中
心に審議され全て原案通り承認されました。

◆平成 29 年度総括的概要
　 平成 29年度は、北朝鮮や中東等における地政学
上のリスクや米国の保護主義的な政策など様々な不
安要因により先行きの不透明感も大きい中、世界的
な景気拡大や円安の影響を受け、日経平均株価が一
時 23,000 円を超え、雇用情勢の改善や賃上げの動
きが活発になるなど、総じて日本経済全体としては
良い流れが続いた１年となりました。
　ただ、地方や中小企業・小規模事業者においては、
まだまだ景気拡大の恩恵を実感できていないところ
が多く、人手不足が深刻な経営課題となっており防
衛的な賃上げを行う企業がある一方で、黒字経営で
あっても後継者不足によって廃業を余儀なくされる
ケースもあり、加えて原材料価格の値上がりなども
あって、依然として厳しい経営環境でありました。
　こうした課題を克服し、経済の好循環を地方や中
小企業にも波及させていくためには、ＡＩやＩｏＴ・
ロボット等の先端技術を活用した生産性の向上を図
ると共に、働き方改革や就労意欲のある女性や高齢

者の労働参加を促し、外国人など多様な人材活用に
よって人手不足の解消を図り、それらを背景として
未だ力強さを欠く国内個人消費の増加により、内需
主導の経済成長の実現が急務であります。
　このような状況の中、地域総合経済団体である本
商工会議所は、鹿児島県や鹿屋市をはじめ日本商工
会議所・九州商工会議所連合会・鹿児島県商工会議
所連合会・大隅経済地域開発推進協議会及び関係機
関・関係団体等との緊密な連携のもと、活力ある地
域経済社会の実現をめざし地域中小企業の育成支
援・地域活性化に鋭意取り組みました。

■政策提言及び要望活動
　政策提言・要望活動に関しては、地方創生の取り
組みを支え加速させる産業都市基盤の社会資本整備
を中心に、東九州自動車道ついては着実に利用者も
増加しストック効果も現れる中、「末吉財部～志布
志間：48㎞」の工事進捗率は 88％となり「鹿屋串
良～志布志間：19㎞」の平成 32年度中の供用開始
が公表されましたが、今後は日南市までの早期整備
を最重要路線と位置づけ、併せて、地域集積圏を形
成するネットワーク道路としての大隅縦貫道・国道
504 号の整備促進や錦江湾横断交通ネットワークの
推進など、大隅地域の一体的浮揚と快適で利便性の
高い生活や経営環境の実現に向けて、各関係機関が
官民一体となり中央省庁及び地方局・西日本高速道
路㈱等に対して精力的に要望活動を行いました。

平成29年度事業報告並びに一般会計 / 特別会計収支決算を承認 
第 118 回通常議員総会開催

▲第 118 回通常議員総会風景

坪水醸造株式
会社

鹿屋市古前城町５－７
☎42－3177　FAX 42－ 0292
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■地域活性化及びまちづくり
　地域活性化とまちづくりに関しては、エアメモ・
夏祭り・ばら祭り等の企画実施並びに各商店街や通
り会が主催する地域イベントへの協賛支援はもとよ
り、鹿屋市・まちづくり鹿屋・街のにぎわいづくり
協議会と連携を図り「鹿屋市まちなか再生基本戦略」
に基づく、リナシティかのやを核とする中央地区商
店街のにぎわいづくりに向け各種事業に参画すると
共に、テナントミックス／リーシング・空店舗対策・
個店支援等に努めました。又、24講座に 206 名の
参加がありました『第１回鹿屋まちゼミ』の実施は、
生き残り策を模索する商店街や個店に今後の新たな
展開も含め一石が投じられました。

■地場産業振興
　地場産業振興に関しては、会員企業の販路開拓・
販売促進及び受注機会の確保に努めると共に、出展
企業 46 社・流通大手バイヤー 37 名の参加による
『第 8回まるごと “ おおすみ ” アグリ・フード商談
会』や当所青年部主催による地元農商工業者と地域
の方々との架け橋づくりを目的とした『第 8回かの

や産業フェスタ』を地元業者 63社の参加のもと開
催。又、大隅加工技術センターの利活用や企業間連
携・情報技術 (IT) の活用による大隅地域の強みであ
る１次産業を基軸とする新たなビジネスモデルの構
築に加え、地場産品の輸出拡大に向けての国際見本
市への出展支援など海外事業展開の情報収集に努め
ました。

■中小企業対策
　中小企業対策に関しては、会員事業所総訪問によ
る巡回指導を基本に従来の「経営改善支援」の機能
にとどまらず、企業のライフステージ〔創業・成長・
発展・承継〕に応じた経営課題の解決に向けて、国
の認定に基づき経営分析・事業計画・需要拡大など
の支援に踏み込んだ「経営発達支援」の役割を果た
すため、あらゆる経営相談に対して企業目線で経営
者に寄り添う伴走型支援により、経営力の向上と体
質強化を図り企業の持続的発展に努めました。加え
て、創業・経営革新・農商工連携・６次産業化等の
企業活力を高め生産性向上に寄与する新事業展開及
び事業承継等に際し直面する課題の解決には、中小

会　計　名 繰 越 金 収 入 支 出 収支残高 繰  入  金
（支出は△印） 差引収支残高

一 般 会 計 1,787,164 66,872,095 42,159,408 26,499,851 △ 24,789,525 1,710,326

特
　
別
　
会
　
計
　

① 中 小 企 業 振 興 部 0 57,565,516 63,034,448 △ 5,468,932 5,468,932 0
② 会 館 管 理 運 営 0 25,194,388 50,563,940 △ 25,369,552 25,369,552 0
③ 共 済 事 業 0 19,387,698 11,468,891 7,918,807 △ 7,918,807 0
④ 特 定 退 職 金 共 済 制 度 11,618 103,632,905 103,631,605 12,918 0 12,918
⑤ 特定商工業者法定負担金 12,779 844,501 839,303 17,977 0 17,977
⑥ 鹿屋市内共通商品券発行事業 922,101 820 944 921,977 0 921,977
⑦ 鹿屋市商店街活性化推進事業 0 12,276,216 15,011,216 △ 2,735,000 2,735,000 0
⑧ テ ナ ン ト ミ ッ ク ス 事 業 0 9,644,300 8,500,118 1,144,182 △ 1,144,182 0
⑨ 労 働 保 険 事 務 組 合 事 業 0 43,043,054 41,351,951 1,691,103 △ 1,691,103 0
⑩ ジ ョ ブ・ カ ー ド 事 業 0 10,419,112 10,446,612 △ 27,500 27,500 0
⑪ 創 立 70 周 年 記 念 事 業 0 3,535,337 5,179,070 △ 1,643,733 1,643,733 0
⑫ 退 職 準 備 積 立 金 82,889,213 5,868,798 17,692,800 71,065,211 750,000 71,815,211
⑬ 記 念 行 事 準 備 積 立 金 2,504,326 1 2,504,327 0 250,000 250,000
⑭ 財 政 調 整 積 立 金 1,501,125 275 0 1,501,400 △ 701,100 800,300
⑮ 会 館 整 備 積 立 金 131,806 31 0 131,837 0 131,837

合　　　計 89,760,132 358,285,047 372,384,633 75,660,546 0 75,660,546

平成 29年度収支決算総括表 　（単位：円）
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企業支援ネットワーク事業や専門家派遣制度を活用
してより高度な経営支援を行い、又、人材確保と安
定雇用に繋げるため、若年求職者等の人材育成と就
労支援を行うジョブ・カード事業等の実施により、
管内中小企業・小規模事業者の経営支援に積極的に
努めました。
　尚、昭和 22年設立の本商工会議所は、今年度 “創

東川隆太郎氏 
　西郷と大隅の関係を語る！
　
　第 118 回通常議員総会終了後、NPO法人まちづ
くり地域フォーラム・かごしま探検の会代表理事の
東川隆太郎氏を講師に迎え『大隅での西郷隆盛』と
題し、議員研修を兼ね講演会を行いました。
　大隅半島に、何度も足を運んだと言われている西
郷隆盛ですが、明治 42年、西南戦争の生存者の方々
からの話を聞いてまとめられた「西南記伝」がその
根拠となっています。他の史実と照らし合わせなが
ら、実際に西郷隆盛が大隅の地に来ることが可能で

立 70周年 ” の節目を迎えましたが、10月 20 日に
県内外より多数のご来賓をお迎えして「記念式典／
祝賀会」を盛大に開催すると共に以降関連の記念事
業を実施致しました。これまで築き上げた歴史を受
け継ぎながらこれからも『地域社会に貢献する総合
経済団体』として、中小企業の成長と地方創生に努
めて参ります。

あったのか等、東川氏ならではの歴史分析に参加者
はメモを取るなど熱心に聴いていました。

▲熱弁をふるう東川隆太郎氏

　第 29期当所常議員の補欠選任と議員職務者の変更がありました。
第 29期常議員補欠選任については以下の通り。

旧　　役　　員 新　　役　　員
役職 氏　名 役　　　職 辞任理由（辞任日） 氏　名 役　　　職

常 議 員 鶴丸　博志 ㈱鹿児島銀行
鹿屋支店　支店長

人事異動による
平成 30年 3月 31日 藤崎　和彦 ㈱鹿児島銀行

鹿屋支店　支店長
　議員職務者の変更内容については以下の通り。

旧　　議　　員 新　　議　　員
区　分 氏　名 役　　　職 辞任理由（辞任日） 氏　名 役　　　職

３号議員 鎌田　伸二 鹿児島相互信用金庫
鹿屋支店　支店長

人事異動による
平成 30年 3月５日 西牟田郁夫 鹿児島相互信用金庫

鹿屋支店　支店長

３号議員 鶴丸　博志 ㈱鹿児島銀行
鹿屋支店　支店長

人事異動による
平成 30年 3月 31日 藤崎　和彦 ㈱鹿児島銀行

鹿屋支店　支店長

３号議員 川崎　秀行 ㈱宮崎銀行
鹿屋支店　支店長

人事異動による
平成 30年 3月 31日 中山　智司 ㈱宮崎銀行

鹿屋支店　支店長

第 29 期常議員補欠選任を承認

〔敬称略〕

〔敬称略〕
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「先端設備等導入計画」の認定申請の受付が始まります！
先端設備等導入計画とは
　中小企業の生産性向上のための設備を導入する計画です。
　認定を受けた中小企業は、生産性向上のために取得した設備投資（償却性資産）に係る固定資産税の
減免措置や補助金の優先選択、補助率アップ等の優遇を受けることができます。

≪申請の流れ≫

◆主な要件
【計 画 期 間】　３年間、４年間又は５年間であること。
【労働生産性】　計画期間において、基準年度比で労働生産性が年率３％以上向上すること
【設備の種類】　労働生産性の向上に必要な生産、販売活動等の用に直接供される下記設備。
　　　　　　※固定資産税の減免を受けるには、別途要件があります。
　　　　　　〈減価償却の種類〉
　　　　　　・機械装置　　　　　・建物付属設備　　　・測定工具及び検査工具
　　　　　　・ソフトウェア　　　・器具備品

優先採択の対象となる補助金一覧【中小企業庁】
○ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業（ものづくり補助金）
○小規模事業者持続化補助金（持続化補助金）
○戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン補助金）
○サービス等生産性向上 IT 導入支援事業（IT 補助金）

経済産業大臣

鹿屋市

先端設備等導入計画

中小企業者

（導入促進指針の策定）

（導入促進基本計画の策定）

申請 認定

協議 同意

計画認定の３つのメリット

１
メリット

２
メリット

３
メリット

生産性向上のために取得した設備に係る

固定資産税を３年間ゼロに軽減！

設備取得のための資金繰りを支援！

各種補助金における優先採択！

さらに、ものづくり補助金は補助率アップ！

※要件あり

認定経営革新等支援機関
商工会議所、商工会、金融機関、
税理士、会計士　等

例

事前確認依頼

事前確認書発行

鹿屋市役所　商工振興課
TEL：0994-31-1164　FAX：0994-40-8688

当所中小企業振興部振興課
TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

本件に対する
お問い合わせ
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チームサポーター募集中！ ｗｗｗ.cielbleu-kanoya.com

EVENT
OUTDOOR
PLANNING

イベント・催事
アウトドア・ＢＢＱ
企画・運営
各種レンタルRENTAL

株式会社 ベルキャンバス
〒893-0067 鹿屋市大浦町11479-16

TEL（0994）45-6162 FAX（0994）45-6163

～ 平成 29 年度補正 事業承継補助金 ～
二次公募が始まりました！！

後継者承継支援型「経営者交代タイプ」（Ⅰ型）
①地域経済に貢献する中小企業者による
②事業承継をきっかけとした
③�新しい取組（経営革新や事業転換）を支援します。
補助上限：経営革新を行う場合　最大 200万円
　（�事業所の廃止や既存事業の廃止・集約を伴う
場合、廃業費用として最大 300万円上乗せ）

補助率：2/3 または 1/2

事業再編・事業統合支援型「M&Aタイプ」（Ⅱ型）
①地域経済に貢献する中小企業者による
②事業再編・事業統合をきっかけとした
③�新しい取組（経営革新や事業転換）を支援します。
補助上限：経営革新を行う場合　最大 600 万円
　（�事業所の廃止や既存事業の廃止・集約を伴う
場合、廃業費用として最大 600 万円上乗せ）

補助率：2/3 または 1/2

募集期間：平成30年７月３日（火）～８月17日（金）

【お問合せ先】
サービス等生産性向上 IT導入支援事業コールセンター
お問合せ時間：９：３０～１７：３０
　　　　　　　月曜日～金曜日（土・日・祝日を除く）
ＴＥＬ：0570－ 000－ 429
IP 電話等からのお問合せ先：０４２－３０３－１４４１

【本事業ホームページ】
サービス等生産性向上 IT導入支援事業
事務局ポータルサイト
URL：https：//www.it-hojo. jp

～ＩＴ導入補助金の二次公募が始まりました～
平成29年度補正　サービス等生産性向上 I T 導入支援事業
交付申請期間：平成30年6月20日（水）～8月3日（金）

※三次公募は10月上旬（予定）

○補助対象経費区分 ソフトウェア、クラウド利用費、導入関連経費等
○補　助　率 1 ／ 2
○補助上限額・下限額 上限額：50万円　下限額：15万円

地域経済に貢献する中小企業者※２であること 経営革新や事業転換などに取り組むこと

事業再編・事業統合が行われること事業イメージ
Ａ社

Ｂ社

Ａ+Ｂ社

対象となる取組
合併
会社分割
事業譲渡
株式交換・株式移転
株式譲渡など

（例）合併の場合

※１ 中小企業基本法で定める中小企業者のほか、特定非営利活動法人を含みます。
※２ ２ページ参照

【申請窓口・問合せ先】平成29年度補正　事業承継補助金事務局	
電話番号　03－ 6264 － 2670（受付時間：10：00～ 12：00、13：00～ 17：00（土日祝除く））
https://www.shokei-29hosei.jp/
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鹿屋市小規模事業者販売力向上補助金の
公募が始まります！

【補助対象者】
①国の小規模事業者持続化補助金申請事業所
②鹿屋市内に主たる事業所がある者
③市税を滞納していないこと。

【対象経費】　商工会議所等と連携して行う販路開拓等に係る以下の経費
①機械装置等費		  ②広報費		  ③展示会等出展費		  ④旅費
⑤開発費			   ⑥資料購入費	 ⑦雑役務費			   ⑧借料
⑨専門家謝金		  ⑩車輌購入費	 ⑪委託費			   ⑫外注費

【補助金の額】
補助対象経費　×　１/２　　上限：30万円
※複数の事業者が連携して事業を行う場合は、上限 60万円～ 150 万円

【申請に必要な書類】
①経営計画書（事業者の運営計画）
②補助事業計画書（販路開拓等の内容）
③事業支援計画書（商工会議所等の支援内容）	
④改善書　※改善を確認できる疎明資料を添付
⑤その他（見積や参考資料等）

【申請方法】　商工会議所等と連携して計画を作成した上で、鹿屋市へ申請。

【申請期間】　�鹿屋市または当所ホームページ等でご確認いただくか、下記お問い
合わせ先までご連絡ください。

小規模事業者と商工会議所等と連携した販路開拓等の取り組みを支援する制度です。

鹿屋市役所　商工振興課
TEL：0994-31-1164　FAX：0994-40-8688

当所中小企業振興部振興課
TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

本件に対するお問い合わせ
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ホームページhttp://www3.synapse.ne.jp/marujin/ からのお問い合わせは24時間受け付け中！！

スズキ自販
鹿屋西さん

ニシムタさんニシムタさん
郷之原
トンネル

至垂水 至笠之原
R220バイパス

Marujin

ドクターアイズ
鹿児島鹿屋店さん

Marujin

まるじん

丸紅塵芥清掃㈲

鹿屋市中小企業資金保証料
補助金制度が始まります！

中小企業者の創業、設備取得等の積極的な取組みを支援する制度です。

①～③すべてを満たす中小企業者
①鹿屋市内に主たる事業所を有していること。
②�鹿屋商工会議所又はかのや市商工会に加
入していること。
③市税を滞納していないこと。

【対象経費】
鹿児島県中小企業制度資金のうち以下の
融資に係る保証料
⑴　設備資金　　⑵　創業支援資金
⑶　新事業チャレンジ資金
⑷　観光・ものづくりパワーアップ資金
⑸　事業承継対策資金
⑹　耐震改修支援資金

補助対象経費　×　１/ ２
※�１年度につき１中小企業者当たり 30万
円を上限とします。

【提出書類】
①金銭消費貸借契約証書の写し　　　　　　　　②信用保証書の写し
③信用保証料を支払ったことを証明する書類　　④市税の滞納のない証明書

【申請方法】
申請書類を加入している商工団体に提出
※�毎年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに支
払った信用保証料について、翌年 1 月
中に申請を行う。

Ｈ30年度補助対象

（2、３月）

Ｈ31年度補助対象

（2、３月）

4/1

融資実行：１/1～12/31 申請 交付
（1月）

7/1

度年13H度年03H

融資実行：7/1～12/31
（1月）
申請 交付

1/11/41/1

【申請・交付のイメージ図】

【対象者】

【補助金額及び上限額】
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株式会社宇都電設 〒893‐0015 ⿅児島県⿅屋市新川町５４８1
TEL 0994（42）5855 FAX 0994（42）5880
HP http://utoden.biz/

『 電球1個から 』

　７月 10日（火）かのや大黒グランドホテルにて『鹿屋
金融懇話会』を開催し、鹿屋市内の金融機関並びに鹿児島
県信用保証協会、鹿屋市の担当者ら 27名が参加しました。
　はじめに、鹿屋商工会議所管内の金融斡旋状況や景況感
について説明。続いて、鹿屋市による中小企業支援施策の
うち、生産性向上特別措置法や 7月より開始された鹿屋
市中小企業資金保証料補助金制度、鹿屋市小規模事業者販
売力向上補助金の概要説明の他、利子補給金制度について
の状況報告が行われました。
　また、鹿児島県制度資金の制度改正等の説明の後、行わ
れた意見交換会では、管内事業所の業況等について様々な
意見が出され、地元企業が求めている支援策等について情
報の共有がなされました。

『鹿屋金融懇話会』開催

▲金融機関をはじめ 27 名が参加し行われた懇話会

８月４日（土）
本祭（総踊り） 市街地
神事　　　　　　12：00 ～
シエルブルー　　14：35 ～
音楽隊パレード　15：00 ～
御巡行　　　　　15：15 ～
総踊り　　　　　16：00 ～
※雨天決行　暴風雨時等延期　予備日　８月 11 日（土）

８月 26 日（日）
納涼花火大会	 古江港
演芸会 　18:00	～
花火大会 20:00	～
※小雨決行　雨天　暴風時等延期　予備日　９月２日（日）
古江港周辺には駐車場はありません
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補助金などの施策活用にも役立つ！

経営分析セミナーのご案内
～企業を支えるヒト・モノ・カネが分かると経営が変わる～

　本セミナーでは、国や県の支援施策を説明するとともに、経営分析を行って、
実際に業績が上がった事例を紹介します。
　また、財務・顧客・業務プロセスなど様々な視点から、経営分析の手法について、
全国で支援実績のある専門家が、わかりやすく解説しますので、是非、この機会
にご参加ください。

【日　　時】	 平成 30年８月 17日（金）13：30～ 16：30（セミナー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16：30 ～ 17：30（個別相談会）
【会　　場】	 鹿屋商工会議所
【講　　師】	 ㈱エイチ・エーエル　中小企業診断士　三上　康一　氏
【定　　員】	 40 名
【対　　象】	 小規模事業者の経営者、経営幹部、管理職の方　等
【受　講　料】	 無料
【申込方法】	 同封の受講申込書に必要事項をご記入の上、お申込みください。
【お問合せ先】	 当所  中小企業振興部  振興課まで
	 （TEL：0994-42-3135 ／ FAX：0994-40-3015）

講師プロフィール
ガソリンスタンドの現場を 20 年
以上経験し、閉鎖予定店舗の黒字
化やガソリン販売量の新記録など
実績を積み重ねる。経営コンサル
タントへの転身後、事業計画を主
なテーマに全国でセミナー講師を
務める。

受講生募集！

補助金の採択率を高める！

「経営計画」のつくり方講座のご案内
～補助金申請に不可欠な経営計画の作成方法を基礎から学ぶ３日間～

　近年、様々な補助金の公募が行われておりますが、採択率は低く、不採択にな
るケースが多く見られます。
　そこで、今回、補助金の採択率を高めるために必要な考え方や作成方法につい
て基礎から学ぶ講座を開催致します。
　アイデアはあるものの、考えがまとまらない方など、ぜひご受講ください。

【日　　時】　平成 30年 9月 6日（木）、13日（木）、20日（木）の全 3回講座
　　　　　　※各日、18：00～ 21：00の開催
【会　　場】　鹿屋商工会議所
【講　　師】　合同会社グローカルサポート　代表社員　川野 義美　氏
【定　　員】　20名
【対　　象】　小規模事業者の経営者、経営幹部、管理職の方　等
【受　講　料】　5,000 円（税込・全 3回のテキスト代を含む）
　　　　　　※�上記、8/17（金）開催の経営分析セミナーを受講され、
　　　　　　　本講座に申し込まれた方は、受講料が 3,000 円となります。
【申込方法】　同封の受講申込書に必要事項をご記入の上、お申込みください。
【お問合せ先】　当所  中小企業振興部  振興課まで（TEL：0994-42-3135 ／ FAX：0994-40-3015）

講師プロフィール
鹿児島県商工会連合会の経営指導
員として、県内各地の商工会等に
おいて培った支援経験を元に、数
多くの各種補助金申請や経営革新
計画の支援実績を持つ。

受講生募集！
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　悠々と噴煙を上げる桜島、波静かな錦江湾、明治維
新を中心とする歴史や、独特の南国文化。鹿児島の個
性豊かな地域資源は、永年、人々の心を魅了しつづけ
てきました。鹿児島の誇りであるこれらの魅力を大い
にアピールし、ひとりでも多くの鹿児島ファンを増や
していくことが、これからの鹿児島には求められてい
ます。かごしま検定は、県内外を問わず、多くの方々が、
鹿児島への関心を持ち、その素晴らしさを実感してい
ただくため実施するものです。

＜試験日程＞
平成 30年９月５日（水）
〔マスター試験・シニアマスター試験〕
申込期間：平成 30年７月９日（月）～８月 10日（金）

受験料：マスター試験、シニアマスター試験共通
　　　　3,240 円（税込）

シニアマスター試験については、マスター試験の合格
が受験資格の条件となります。

申込方法：�当所又は鹿児島商工会議所の窓口まで受験
料を添えてお申込みください。

◎�かごしま検定の詳細については鹿児島商工会議所企
画産業部までお問い合わせください。
　ＴＥＬ：０９９－２２５－９５１１
　鹿児島商工会議所ホームページ
　http://www.kagoshima-cci.or.jp/

かごしま検定
―鹿児島観光・文化検定―

　当所女性会では、6月 12日（火）、13日（水）の 2日間にわたり長
崎県内の視察研修を行いました。
　初日は、長崎市内のホテルで開催された「第 50回九州商工会議所女
性会連合会総会」へ参加。本総会には、九州全域から 49商工会議所女
性会、463 名が参加し、総会の終盤では平成 31年度鹿児島で開催され
る『全国商工会議所女性会連合会総会』に向け、鹿児島商工会議所女
性会の宮之原清子会長が「来年の総会を成功させたいと思います。皆
さんとまた鹿児島でお会いできることを楽しみにしています。」と意気
込みを述べました。

　２日目は、長崎市内で人材派遣や旅行業、警備業を営む「長崎ダイヤ
モンドスタッフ㈱」を訪問し、大熊稔幸代表取締役より「私達の会社は、
正職員男性約 100 名に対し、女性約 160 名の職場で、管理職の約半数が
女性で構成されています。男性・女性という意識を持たず、同じ社員と
して、風通しのよい職場環境を目指しています。」と社内の環境づくりの
ノウハウや経営の苦労話などユーモアたっぷりにお話しいただきました。
今回学んだ取り組み事例を会員各々の事業所にどのように活かすかを話
し合う機会となり、充実した内容の視察研修となりました。

『第 50 回九州商工会議所女性会連合会総会』へ参加 !!
女性会視察研修を実施！長崎ダイヤモンドスタッフ㈱を訪問

女性会通信

▲長崎ダイヤモンドスタッフ㈱
大熊社長と研修後の記念撮影

▲「第 50 回九州商工会議所
女性会連合会総会」の模様
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□ 調査期間　　平成 30年５月７日（月）～ 11日（金）〈５日間〉
□ 対象件数　　鹿屋市内の関連企業 26事業所等
□ 気象状況　　前半及び後半は好天、中盤は崩れ気味（６日間晴れ間）

大型連休〔エアメモを含む〕期間中の景況調査結果

【大型スーパー・地元小売店】
　今年の春の大型連休は好天にも恵まれ、イベントの影響
から当市を訪れる観光客も増加し、その流れで多少お店が
賑わった感はあるが、全般的に例年より客足は減少傾向に
あり業績も前年並みか、又は下回ってきている。

【コンビニエンスストア】
　暑い日が続いた為、アイスクリームや冷たい飲料の売上
が伸びた。エアメモ会場付近やイベントのある周辺地域の
コンビニは客足が伸びたようだが、その他の店舗はあまり
影響を感じておらず例年通りの売上。

【家電販売業】
　この期間に大きく売上が伸びることはないが、例年より
修理依頼が多かった。連休が長期間続くと、そのうち1日
は電気店に来店いただく確率も高まるが、今回は前半３連
休、後半４連休と連休が分かれたため客足も鈍かった。

【自動車販売業】
　大型連休中、従業員の出勤体制を調整しながら休日営業
に対応した。来店者が多く、対応が忙しかったため、来年
は出勤体制を検討する。現在、新車と中古車を比較すると
新車の方が売れる傾向にあり、売れ筋は、ハイブリッド機
能に誤発進抑制機能などの安全性が加わった車が好調。

【タクシー業】
　エアメモに関する問い合わせはほとんどなく、影響は特
に感じられない。他の業界と同様に人手不足であり、それ
に伴い客数が減少傾向にある。タクシー業者の中には従業
員１人当たりの稼働を増やしたことで客数が増加した事業
所もあった。

【バス業】
　路線バスについては、昨年に比べると連休が前半3連休
と後半4連休に分かれたことや、中盤天気が崩れた影響も
あり、客数は僅かであるが減少した。エアメモに限れば、
バスを利用して来場した方は前年と比べ増加した。

【ガソリンスタンド店】
　今年は、前半3連休と後半4連休とまとまった休みが連
続した為、例年よりスタンドの給油台数は増加した。しか

しながら、前半と後半の間の平日に雨が降ったため、この
期間の給油台数が大きく減少した。また、昨年は利用が増
えた洗車については、連休の半ばと終わりに雨が降ったこ
とから、前年比で利用は減少した。

【ホテル業】
　宿泊・レストラン共に例年と比べ減少しているが、大河
ドラマ関連ツアーによる恩恵が若干あった。エアメモ開催
による影響は大きく、エアメモ前日は9割方の部屋が埋ま
り、自衛隊関係者の宿泊も一定数あった。とりわけ4連休
前半は利用客が多く、ほぼ満室状態であったが、連休後半
になるにつれ減少傾向にあった。

【飲食店】
　客数は例年と比べ多かった。客層としては帰省客や家族
連れでの来店が多くまた「春のばら祭り」や「エアメモ」
などイベントがあると、お客様が流れてくる。初節句や法
事等の利用もあった。昔は親戚単位での大所帯の予約が多
かったが、最近は家族単位など少ない人数での予約が多い
傾向にある。

【旅行代理店】
　行先は短期間で往復できる九州管内が人気で、宿泊料な
どの料金が上がる大型連休中における関東、関西方面への
旅行客は減少した。夏休みに向けた予約が動き出す時期で
あり、今年は、ＵＳＪの人気が高く、関西方面の予約が大
きく伸びた。旅行時期のずれはあるものの、売上・顧客は
昨年並みの水準である。

【建設業】
　建築関連について受注件数は、横ばいで推移。受注件数
に対し大工・左官などの職人が不足していたが、ここ最近
の受注の落ち着きと共に解消される見通し。土木関連につ
いては、平成２８年８月の台風被害による復旧工事が始ま
るなど、安定して公共工事が受注できる見通し。建設業全
体としては、昨年と比べ資材不足は解消されたが、人手不
足の影響からか納期等の遅れが見受けられる。資材単価・
工事単価も上がっており、顧客や建設会社の負担は大きく
なっている。

○ 観光施設の利用者数
施設名 平成 29年 4月 平成 29年 5月 平成 30年 4月 平成 30年 5月

1. 基地史料館 7,347 人 10,832 人 7,816 人 8,391 人
2. 物産センター 4,408 人 6,499 人 4,370 人 4,478 人
3. かのやばら園 6,918 人 47,035 人 11,898 人 38,106 人
合　　計 18,673 人 64,366 人 24,084 人 50,975 人
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農業用諸機械

株式
会社

〒893-0009
本社　鹿児島県鹿屋市大手町12-1

TEL (0994)43-4178
FAX (0994)44-9371

鹿児島県行政書士会会員、福岡入国管理局届出済

行政書士 寺 岡 正 善
鹿屋市田崎町２８１５番地（セブンイレブン前）

住宅宿泊業届出、遺産分割協議書作成、遺言作成、
法定相続情報証明、お墓の改葬手続、銀行口座解約手続、

成年後見、任意後見契約、後見人
外国人の在留資格更新・変更申請、外部監査人

会社設立手続、定款・議事録作成
農地転用、車庫証明・車の名義変更、
離婚協議書、夫婦円満契約書など

※ 土日・祭日希望の方は、別途ご連絡下さい。

無料相談、随時受付中！
☎ ４５－５５３９

エアーメモリアルinかのや2018　アンケート調査結果
　４月 29日（日）・30日（月・祝）に「エアーメモリアル in かのや 2018」が開催されました。
　航空ショーが行われた 30 日は、お昼前後に小雨がぱらついたものの、全体的に天候に恵まれ約
２万３千人が来場しました。
　当所では、「エアーメモリアル in かのや」開催時に来場者へのアンケート調査を実施しており、本年の
調査結果は以下の通りとなっております。

◆調 査 日	 平成 30年 4月 30日（月・祝）
◆調査方法	 当日会場内にて無作為に来場者に対してアンケート調査を実施	
	 ・午前の部　11：00　256 枚回収
	 ・午後の部　13：00　244 枚回収
　　　　　　　　           　　　 合計　500 枚回収
◆入場者数	 23,000 名　※エアーメモリアル in かのや実行委員会発表　参考：平成 29年度来場者数　24,000 人

　今回のエアメモ来場者数は 23,000 人であり、昨年と比較して微減。イベントのマンネリ化も指摘され、内容の見直しや鹿
屋（大隅）を売り出すイベント（食フェスなど）を同時開催するといった集客を図る仕掛けが必要との声も挙がっている。
　今年度初めて鹿屋航空基地の協力により海軍カレーを限定 300 食、１食 500 円で販売したが、販売開始後、間もなくして
完売。アンケートにも提供数の増加を求める声が多く、“食 ” のイベントは集客が期待できると思われる。
　また「会場までが遠く不便」、「シャトルバスの無料化」等の意見も挙がっているが、隊内駐車場（公募駐車場 1,000 台＋
身障者用 400 台）の利用実績は 888 台であり、６割程度。イベントのＰＲと合わせて公募駐車場についても告知していく必
要がある。
　エアメモ開催前後の観光施設等への人の流れは低調であったが、春ばらが満開間近な『かのやばら園』への訪問及び訪問
予定の来場者が多く見られた。またエアメモ前日は利用率が９割を超えるホテルもあり、幾分経済効果は見られた。
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　地元からの来場者は、全体の 2割程度。県内からの来
場者が中心になっているが（約７割強）、GW中の帰省を
利用しての来場者も見受けられた。

　多くは食べ物や飲み物の購入であり、3千円以内の予算
帯が全体の４割を占めている。
　地域特産品の販売や特産品を活かした“食 ”を充実させ、
来場者の購買意欲を高める取り組みが必要である。

　年齢層では、60代が一番多く、次いで 30代・40代となる。
子育てが終わった世代は夫婦ふたりでの来場、30 代・40 代
は家族連れ中心での来場が多く見られた。
　一方、10代・20代の集客は少ない。

・ダグリ岬　　・佐多岬　　・桷志田（黒酢）
・平川動物園　・JAXA 内之浦宇宙空間観測所
・仙巌園　　　・妙見温泉　・木下大サーカス　等

Ｑ．本日はどちらからお越しですか Ｑ．年齢比率

Ｑ．今回のご旅行もしくはこの後、どこかに行かれますか

Ｑ．今回のご予算はおいくらですか
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　7 月 9日（月）当所にて、株式会社キースタッフ
の伊藤順氏を講師に迎え『食品表示セミナー』を開
催しました。
　平成 27年 4月 1日食品表示に関する法律 3法（食
品衛生法・JAS 法・健康増進法）が統合され、新た
に食品表示法が制定されました。
　現在、加工食品・添加物に対する食品表示新基準
への経過措置期間であり平成 32 年 4 月 1日に完全
移行となります。
　伊藤氏の「新基準は、食品を摂取する際の安全性、
一般消費者の自主的かつ合理的な食品選択の機会の
確保を目的としており、この目的を背景に旧制度か
らの変更点や今後、基準のもとで注意すべき点につ
いて考えることが重要」と具体例を交えながらの説
明に参加者はメモを取るなど熱心に聴いていました。

　7月 9日（月）および７月 10（火）当所にて、『加
工食品開発個別検討会』を開催しました。
　既存の商品や開発中・構想中の商品を加工食品開
発・販路開拓支援の専門家である㈱キースタッフ伊
藤順氏と個別に話し合い、更に売れる商品へとブラッ
シュアップを行う本検討会に、4社が参加。商品パッ
ケージから、商品の価格、販売方法や今後の事業方
針など参加企業のそれぞれの課題に対し、伊藤氏が
自己のノウハウをもとにアドバイス。
　参加者からは「実際の経験に基づくアドバイスを
もらい非常に参考になった。自分の商品をどうすれ
ば売れるか試行錯誤していたので、悩みが解決した。
できることから取り組んでいきたい」と今後の販路
開拓への意気込みを語ってくれました。

▲食品表示セミナー ▲加工食品開発個別検討会

鹿屋商工会議所セミナー報告

7.9 7.9 ～ 10

『食品表示基準』への対応を学ぶ！！
食品表示セミナー開催

さらに売れる商品を！
『加工食品開発個別検討会』開催
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相談会場　南九州税理士会・鹿屋支部の会員事業所
　　　　　相談を希望される税理士事務所に電話予約をして下さい。

税理士には、職務上知り得た秘密を守る義務（守秘義務）が
課されていますので、安心してご相談下さい。

税理士はあなたの暮らしのパートナー
南九州税理士会 ・ 鹿屋支部

得する街のゼミナール
「第 2 回鹿屋まちゼミ」 参加者募集！

北田・大手町商店街振興組合
鹿屋本町一番商店街振興組合商店街通信

　「まちゼミ」とは、お店の方が講師となって、その道のプロならではの “専門知識 ”
や “ 情報 ”、“ コツ ” などを、お客様へ原則無料でお伝えする少人数のミニ講座のこ
とで、今回が第２回目の開催となります。
　第１回まちゼミでは 200 名を超える皆様に受講頂きましたが、今回も健康や美容、
グルメなどバラエティに富んだ講座を開催致しますので、ぜひご参加ください。
○開催期間：平成 30年８月 10日（金）～９月 20日（木）
○開催場所：北田・大手町商店街、鹿屋本町一番商店街の各店舗
○申込方法：８月１日（水）より開催店舗にて受付開始となりますので、直接お電話にてお申込みください。
○お問合先：北田・大手町商店街振興組合　TEL：０９９４－４５－６００４
　※材料費等がかかる場合もございますので、詳細については、上記商店街まで、お問い合わせください。
　※第２回鹿屋まちゼミのチラシが、７月末発行の「広報かのや」と併せて配布されますので、ご覧ください。

『鹿屋市商店街連合会定期総会』開催！
　６月 21日（木）ホテルこばやしにおいて、鹿
屋市内 13商店街・通り会より 25名が出席し『平
成 30年度鹿屋市商店街連合会定期総会』が開催
されました。
　総会の冒頭、久木田弘会長が「昨年度は新たな
取り組みとして、まちゼミを中央地区商店街にて
開催し、たくさんの方に商店街に足を運んでいた
だきました。これからは、中央地区商店街だけで
なく、鹿屋市全体の商店街・通り会で連携してま
ちゼミを開催していきたい。」とあいさつ。
　総会では平成 29年度事業報告・収支決算、平
成 30年度事業計画案・収支予算案を承認。また ▲挨拶を述べる久木田会長

≪鹿屋市商店街連合会役員は以下の通り≫
役職 氏名 商店街・通り会名 役職 氏名 商店街・通り会名
会長 久木田　弘 鹿屋本町一番商店街（振） 理事 前田　数郎 北田 ･大手町商店街（振）
副会長 重久　正夫 寿商店街（協） 〃 若松　 隆博 鹿屋仲町商店街（振）
〃 西ノ原敏男 鹿屋西部商工同友会 〃 久保　　 功 水神横丁商店街
〃 中山　昭郎 共栄町通り会 〃 加藤　俊作 昭栄事業（協）
幹事 濵﨑　修一 鹿屋本町一番商店街（振） 〃 田平　和則 朝日白崎新川通り会（協）
監事 森山　哲男 札元商工親睦会 〃 西之原正明 打馬商工同友会
〃 繁昌　辰雄 大姶良経済文化同友クラブ 〃 森　　健一 笠之原商工同友会

今年は、役員改選では、久木田会長含め全役員が
留任することで承認されました。
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【事業所名50音順・敬称略】新入会員のご紹介　～　ご加入いただき、ありがとうございました！～
企業名 代表者名 所在地 業種

㈱江口サービス 江 口 直 盛 鹿屋市寿 5-23-8 電気設備取付工事
ＴＫＮ 徳 永 栄 作 鹿屋市川西町 3921-6 太陽光事業
ハートングループ㈱ 浜 田  　 博 鹿屋市札元 1-11-15 リラクゼーションサロン
㈱松原緑地建設　鹿屋営業所 松　原　奈穂美 鹿屋市新川町 47-52 造園・土木業
㈱優寿 前　迫　　　学 鹿屋市新栄町 2-14 放課後等デイサービス
吉留歯科医院 吉 留 勝 雄 鹿屋市旭原町 2524-1 歯科医院

※平成 30 年 3 月 29 日～平成 30 年 5 月 27 日入会分

鹿屋商工会議所会館外壁工事・防水工事完了のご報告
当所会館ご利用の皆様へ ･･･

　いつも鹿屋商工会議所会館をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　平成 30年３月１日（木）より実施しておりました当所会館外壁工事並びに防水工事は、おかげさまで
６月末日をもって全ての工事を完了致しました。
　工事期間中は、大変ご迷惑をお掛け致しまして、誠に申し訳ございませんでした。
　今後とも会議や研修等の際は、リニューアルした当所会館をぜひご利用下さい。

～小規模事業者の資金調達を支援します～

マル経融資制度
　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）とは、商工会議所の経営指導を受けている小規模事業者の方が、
経営改善に必要な資金を、商工会議所の推薦に基づき日本政策金融公庫が無担保・無保証人・低金利で融資
する制度です。

【お問い合わせ先】当所中小企業振興部まで　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

●ご利用いただける方 
　常時使用する従業員（パート、アルバイトを除く）が 20 人以下
　（宿泊業、娯楽業を除く小売、卸売、サービス業では５人以下）

【資 金 使 途】　運転資金および設備資金 
【限　度　額】　2,000 万円　※ 1,500 万円以上のご融資の場合、事業計画書の提出が必要となります。
【担保保証人】   不要 
【利　　　率】　1.11％（平成 30 年７月１日現在） 
【返 済 期 間】　運転資金…  7 年以内（据置１年以内含む）　設備資金…10 年以内（据置２年以内含む）
※ご相談によっては、ご希望に添えない場合もあります。
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本  社 鹿屋市札元2丁目3808－6
TEL 0994-43-3094 FAX 0994-43-7172

支  店 志布志市志布志町志布志2丁目16番21号
TEL 099-471-1328 FAX 099-471-1329

暑中見舞はがき承ります

鹿屋商工会議所会報への広告チラシ
同封サービスを活用してみませんか？
１.	会報発行部数／発送先
	 発行部数：約1,600部
	 発 送 先：当所会員事業所、関係機関など
	
２.	会報発行日
	 奇数月（１，３，５，７，９，11月）の15日発行
	 ※�発行日は、前後する場合がありますのでご了承下さい。
	
３.	広告チラシ同封サービス手数料
	 サイズ	 手数料（税別）
	 A4以下	 24,000円
	 A3・B4     　   36,000円
	 ※�A3・B4はA4サイズに収まるように折込むこと。

４.	申込方法
	 ・�申込書に必要事項をご記入の上、同封する広告チラ

シのサンプルを添えて、同封日の７日前までにお申
込み下さい。

５.	申込・納品締切日
	 ・締切日：会報発行日（奇数月15日）の７日前まで

【お申込み・お問合せ】
当所中小企業振興部振興課まで
（TEL 0994-42-3135 / FAX 0994-40-3015）

　当所会報（奇数月の15日発行）に、貴事業
所の商品・サービス等の広告チラシを同封し、
会員事業所・関係機関など1,600件余にお届け
する当所会員限定のサービスです。

商工会議所LOBO（早期景気観測）　ー2018年 6月調査結果ー

業況ＤＩは、緩やかな回復基調続くも、足踏み。先行きは横ばい圏内の動き

ポイント
▶６月の全産業合計の業況DI は、▲１５．４と、前月から▲ 1.8 ポイントの悪化。
原材料費や燃料費上昇による負担増を指摘する声が多く寄せられたほか、深刻な人手不足や消費者の節約志向、さら
に、平年より早い梅雨入りの影響により、小売業、サービス業の業況感が悪化した。他方、好調な電子部品や産業用
機械、自動車関連に加え、建設業も堅調に推移している。中小企業の景況感は、総じて緩やかな回復基調が続いてい
るものの、足踏み状況がみられる。
　先行きについては、先行き見通しDI が▲ 13.3（今月比＋ 2.1 ポイント）と改善を見込むものの、「悪化」から「不
変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。個人消費の持ち直しやインバウンドを含めた夏の観光需要拡大、生
産や設備投資の堅調な推移への期待感がうかがえる。
　他方、人手不足の影響の深刻化や、燃料費・原材料費の上昇、コスト増加分の価格転嫁の遅れ、米国の保守主義的
な関税措置の影響など世界経済・貿易に対する先行き不透明感を懸念する声も多く、中小企業の業況感はほぼ横ばい
圏内で推移する見通し。

【 九州ブロック概況 】
〇全産業の業況ＤＩは、前月と比べ悪化。産業別にみると、全
業種で悪化した。
〇インバウンド需要は堅調なものの、中間層の購買意欲の鈍さ
が全体を押し下げ、小売業の売上は悪化した。また、サービス
業では、飲食料品や人件費、電気代等の上昇により、飲食業や
宿泊業を中心に採算悪化となった。
○業況の先行き見通し DI は、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、製造業、卸売業、小売業で改善、その
他の２業種で横ばいの見込み。

全産業合計の各 の推移（ 年 月以降）

従業員ＤＩ 

資金繰りＤＩ 
売上ＤＩ 

採算ＤＩ 業況ＤＩ 

仕入単価ＤＩ 
（下落―上昇） 

●調査期間：2018年６月14日～20日　 ●調査対象：全国の423商工会議所が、3,724企業にヒアリング
●�ＤＩ値とは：業況・売上・採算などの各項目についての判断の情況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で
景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向きの傾向を表す回答の割合
が多いことを示す。
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「マスコミで注目されることには
デメリットも」

　「テレビで紹介されてから大変なことになってい
ます」。地方発のヒット商品がテレビの全国放送か
ら生まれた例はたくさんあります。特に、最近は人
気タレントがバラエティー番組で紹介してからバカ
売れしたというケースをよく聞きます。真面目に
やっていながら注目されない商品がほとんどの中、
一気に知名度を上げるという、とても大きなメリッ
トがあります。一方で、それに付随してブランドを
保つために、それまでにない努力を強いられるのも
確かです。
　静岡県賀茂郡西伊豆町の三角屋水産の「伊豆のチ
カラ（殻絞り海老ソース）」はテレビのある有名料
理バラエティー番組で紹介されてからというもの、
それまで月間２００個程度の生産量だったものが、
一気に月間２万個も注文が来るようになってしまい
ました。当然一時的に品切れになり、その後も必死
で生産を続けています。単に納期が遅くなるだけな
らまだよかったのですが、もっと困ったことが起き
ています。もともと西伊豆の特産である伊勢海老を
原料としてふんだんに使った商品です。伊勢海老が
よく取れる地域だけに、ちょっとヒゲが欠けたり足
が傷ついたりした、いわゆるＢ級品の伊勢海老が安
く安定的に調達できていました。そもそも、この商
品はこうしたＢ級品の伊勢海老を有効に活用できな
いかという発想から開発された商品でした。
　ところが一気に注文数が増えてしまったために、
地元産だけでは調達価格の安いＢ級品の伊勢海老が
まったく足りなくなってしまったのです。原価アッ
プを覚悟の上で、値段の高いきれいな伊勢海老を使
うか、あるいは伊豆以外の地域から原料を調達する
かを迫られました。同社の中島健常務取締役によれ
ば、「もともと地元の漁師さんにお金を回すために
つくった商品の原料を他から買うわけにはいかな
い」と、地元から原価の高い材料を仕入れながら生
産を続けています。その結果、数多くの注文がある

けれど、いくらつくってももうからない商品になっ
てしまったそうです。
　東北地方のある老舗の和菓子屋さんでは、テレビ
に出たことがきっかけで注文が殺到し、発送や納品
が間に合わず、毎日お客さんに謝ってばかりだとい
います。それが理由で長年かけて築いたブランドに
傷がつかないかと心配しています。また、関西のあ
る農家では特産品の果物がテレビで紹介されて注文
が殺到し出荷が間に合わなくなると、卸の事業者が
他の生産者の名前に付け替えて出荷していたという
事件が起きました。こうなると、最終的に消費者も
生産者も満足できずに不幸になるという結果を招き
ます。
　ではどうすればよいのでしょうか。私は地方発の
ヒット商品は細く長く高い価値を保って売れ続ける
ことを目指すべきだと考えます。マスメディアに紹
介されるときはあらかじめ「売り切れ御免」を宣言
して、数量よりも品質を担保する方が、長い目で見
れば地域に価値をもたらすのだと思います。これは
知名度とブランド（のれん）価値を分けて、ブラン
ド（のれん）価値を優先する考えにほかなりません。

◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
 　日経ＢＰ　総研マーケティ
ング戦略研究所上席研究員。
1986 年、筑波大学大学院理工
学修士課程修了。同年、日本
経済新聞社入社。日経パソコ
ン、日経ビジネス、日経トレ
ンディなどＩＴ分野、経営分
野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現
職。全国各地の商工会議所などで地域振興や特
産品開発のための講演・コンサルを実施。消費
者起点のものづくりをテーマに地域発のヒット
商品育成を支援している。
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